
｢社会に開かれた教育課程」の概念と実践
一学習指導要領の基底一
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Ｉ課題

２０１７（平成29）年３月３１日に告示された小・中学校学習指導

要領を読み解くためのキーワード、或いは鍵概念は何か。この

問いに対しては、次の四つを指摘することが、最も一般的であり、

また妥当である。

○「社会に開かれた教育課程」

○「主体的・対話的で深い学び」

○「カリキュラム・マネジメント」

○「育成を目指す資質・能力」

これら以外には、例えば「各教科等の特質に応じた「見方・考

え方』｣、「目標に準拠した評価とその観点｣、「小学校の外国語教

育における改善・充実」（必ずしも正確な言い方ではないが、高

学年段階における英語の教科化こそが、何より注目される）等も

また、もちろん有力な候補であり得る。しかし2０１６（平成28）

年１２月２１日に出された中央教育審議会の「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について(答申)」(以下､中教審答申と略記する）の｢全

文」とそれに先立って行われた「学校段階等別・教科等別ワーキ

ンググループ等における審議の取りまとめ」のすべて（18件の

｢報告｣）を収録した官製の教育雑誌（書誌情報は、注（４）を参

照のこと）の裏表紙において、上記の四つがそのまま列挙されて

いるという客観的な事実が、行政サイド（端的には文部科学省）

の意向や期待の大きさを反映しており、今次の学習指導要領改訂

(｢カリキュラム改訂｣)、さらにはそれを受けた今後の教育課程改

革・改善（｢カリキュラム改革｣、「カリキュラム改善｣）の主な方

○
九



向性を物語っていると考えてよいだろう（')□

そしてもっと言ってしまえば、｜|頂番から察せられるように、実

は最初の「社会に開かれた教育課程」こそが､後続の三つを通底し、

新学習指導要領全体の基盤となる考え方、或いは基本となる理念

であると見て間違いない。なぜ｢主体的･対話的で深い学び」（｢ア

クティブ・ラーニング｣）を導入するのか。なぜ「カリキュラム・

マネジメント」が必要なのか。なぜ「資質・能力」（｢知識・技能｣、

｢思考力･判断力･表現力等｣､｢学びに向かう力･人間性等｣）の「育

成を目指す」のか。そもそもいま、なぜ学習指導要領の枠組みを

大きく見直すのか（｢『学びの地図』としての枠組みづくり｣)。そ

の理由のすべては、「社会に開かれた教育課程」の実現に帰着し

ているからである。

では「社会に開かれた教育課程」とは一体何か。学校現場は、

どうすればよいのか。本稿の課題は、これら二つの問いに対する

Ipl答を提示することである。行論に即して言えば、中教審答申で

の「社会に開かれた教育課程」に関する記載内容を確認し、要点

を把握した上で(2)（Ⅱ)、その趣旨に合致した先駆的実践を宝仙

学園(3)中学・高等学校共学部理数インターに求め、同校独自の

学校設定教科「幽数インター」の取り組みについて報告する（Ⅲ)。
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Ⅱ公的規定

中教審答中では、第１部「学習指導要領等改訂の基本的な方向

性」の第４章「学習指導要領等の枠組みの改善と「社会に開かれ

た教育課程｣」のｌ「｢社会に開かれた教育課程」の実現」におい

て、次のように述べられている(4)。

○前章（第３章「｢生きる〃」の理念の呉体化と教育課程

の課題」－引用者注）において述べたように、新しい学習

指導要領等においては、教育課程を通じて、子供たちが変

化の激しい社会を生きるために必要な資質・能ﾌ１Jとは何か

を明確にし、教科等を学ぶ本質的な意義を大切にしつつ、

教科等横|新的な視点も持って育成を日指していくこと、社

会とのつながりを重視しながら学校の特色づくりを図って

○



いくこと、現実の社会との関わりの中で子供たち一人一人

の豊かな学びを実現していくことが課題となっている。

○これらの課題を乗り越え、子供たちのＲ々の充実した生

活を実現し、未来の創造を目指していくためには、学校が

社会や世界との接点を持ちつつ、多様な人々とつながりを

保ちながら学ぶことのできる、開かれた環境となることが

不呵欠である。そして、学校が社会や地域とのつながりを

意識し、社会の中の学校であるためには、学校教育の中核

となる教育課程もまた社会とのつながりを大切にする必要

がある。

○こうした社会とのつながりの中で学校教育を展開してい

くことは、我が国が社会的な課題を乗り越え、未来を切り

拓いていくための大きな原動力ともなる。特に、子供たち

が、身近な地域を含めた社会とのつながりの'１Jで学び、自

らの人生や社会をよりよく変えていくことができるという

実感を持つことは、困難を乗り越え、未来に向けて進む希

望と〃を与えることにつながるものである。

○前述のとおり、今は正に、社会からの学校教育への期待

と学校教育が長年目指してきたものが一致し、これからの

時代を生きていくために必要な力とは何かを学校と社会と

が共有し、共に育んでいくことができる好機にある。これ

からの教育課程には、社会の変化に目を向け、教育が普遍

的に目指す根幹を堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受け止

めていく「社会に開かれた教育課程」としての役割が期待

されている。

このような「社会に開かれた教育課程」としては、次の

点が重（要になる。

①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校

教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教

育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。

②これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や

世界に向き合い関わり合い、自らの人生を切り拓いてい
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くために求められる資質・能力とは何かを、教育課程に

おいて明確化し育んでいくこと。

③教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を

活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との

連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その

目指すところを社会と共有・連携しながら実現させるこ

と。

○この「社会に開かれた教育課程」の実現を目標とするこ

とにより、学校の場において、子供たち一人一人の可能性

を伸ばし、新しい時代に求められる資質・能力を確実に育

成したり、そのために求められる学校の在り方を不断に探

究する文化を形成したりすることが可能になるものと考え

られる。

そして以上の箇所のポイントは、中教審答申の「概要」におい

て、次のように整理されている(5)。

・前章（同上）において述べた教育課程の課題を乗り越え、

子供たちの日々の充実した生活を実現し、未来の創造を目

指していくためには、「社会に開かれた教育課程」として

次の点が重要になる。

①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教

育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育課

程を介してその目標を社会と共有していくこと。

②これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世

界に向き合い関わり合い、自らの人生を切り拓いていくた

めに求められる資質・能力とは何かを、教育課程において

明確化し育んでいくこと。

③教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活

用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連携

を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指す

ところを社会と共有・連携しながら実現させること。

このように中教審答申の提唱する「社会に開かれた教育課程」

とは、第一に、各学校が社会の状況を踏まえて目標を設定し、互
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いに共有すること、第二に、自校の子どもたちがこれからの社会

を生き抜くために必要な資質・能力を明らかにし、確実に育むこ

と、第三に、学校と地域や企業が連携しながら教育活動を作り上

げること、以上の三点を意識して編成・実施すべきものである。

ただし第三の点は、むしろ中教審答申がとらえている「｢カリ

キュラム・マネジメント」の三つの側面」のうちの③「教育内容

と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源

も含めて活用しながら効果的に組み合わせること」の方に直結し

ている(6)。またそれは､いわば仕組みの話であり、コミュニティ・

スクール(学校運営協議会制度)の推進やゲストティーチャー(外

部講師）の活用が全国的に図られるなど、すでにかなりのところ

まで整備が進んでいる(7)。そのため、やはり第一と第二の点こ

そが、「社会に開かれた教育課程」ならではの視点であり、今回

新機軸として打ち出された項目であると考えられる。
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Ⅲ先行事例

ｌ開設の経緯と１年目の取り組み

（１）宝仙学園中学・高等学校共学部理数インターは、２００７

（平成１９）年４月の設立以来、グローバルリーダーの育成を目

標に掲げながら、社会や世界と共有すべき資質・能力を「理数的

思考力」と定め、これを教育課程上に位置づけ、すべての教育活

動を「総合探究プロジェクト」として実践してきた。そして１０

周年の節目を迎えた２０１６年４月には、「これからの１０年」に向

けて、従来の取り組みを総括するとともに、２１世紀型の新しい

進学校をめざして、また2020（平成32）年度に予定されている

大学入試・高大接続改革や新学習指導要領の全面実施を見据えな

がら、三つの教育改革の柱の一つとして、「新教科「理数イン

ター」の展開」に着手した（これ以外の二つは、「『進路指導」

から「進路支援』への転換」と「「生徒主体』の学びの導入」で

ある）(8)。

（２）「理数インター」では、生徒に「理数的思考力」（「理

数的思考力は、自分自身の中で、あるいは相手に対して、物事を



論理的に考え伝えることのできる能力。国際社会に求められる必

須の力です」(9)）を育むために、「教科書にない、答えのない

学び」をコンセプトにした授業、リテラシーとコンピテンシーを

ターゲットにしたスパイラル型授業が行われており、生徒からは、

「学校で一番楽しみな授業」と評価されている。そして、そこで

の学びの成果を校内での活動だけにとどめるのではなく、中学３

年時のアジア研修旅行（シンガポール、マレーシア）や高校２年

時のアメリカ修学旅行（スタンフォード大学学術体験）での学び

につなげることで、生徒にとって未来の社会や世界で生きてはた

らく力を育てている。

（３）１年目の取り組みは、次の宣言から始まった。

未だ解決されていない問題に、どのようにアプローチして

いく力､のレッスンです。問いの立て方を学びます□サイエ

ンス教育・ICT教育・グローバル教育という要素を取り入れ、

専門教科の異なる教員たちによるチームティーチングです。

場所は、普段の教室ではなく、机や椅子の並びも目的に合

わせて自在に変えられる空間にしたいと考えています。

そして１年目の歩みを振り返ると、生徒には、自らの人生を切

り拓いていくために求められる資質・能力としての「理数的思考

力」が確実に育まれ、その結果、「自己ベストの更新を諦めない

学校文化」が形成されていった('０)｡

２２年目の取り組み

（１）２年目（２０１７年度）を迎えて「理数インター」では、

引き続き生徒の「理数的思考力」育成をめざして、授業の中で

ICTをより積極的に活用しながら、「社会に開かれた教育課程」

を意識した教育課程経営を行っている。

「発想を導き出すため｣、Ｐ情報を共有するため」のICTツー

ル（ipad）を導入し、どのような状況でどのような問題が生

じやすく、それをどのように解決すればよいのかの発想を

体験的に学んでいったりします。それにより、多くの発想．

思考に触れる機会が増え、自分の思考の殻を打ち破る時が

来るでしょう。この時に「新たな価値観．気づき」が得られ、
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次第に「より自由な発想・思考」が生まれてきます(IUo

（２）授業づくりの留意点としては、次の二点を掲げている
（１２）

Ｏ

「答えはない。あなたの思ったこと、言葉にしたことがベ

ストであると伝えます。その結果、生徒は、お互いの発想

や思考を交差させ、コラボレーションを通してものごとを

作り上げる面白さを体感します｣。

「単純な回答を求める画一的な授業では生まれない思考や

発想に出合い、驚く瞬間に見せる生徒の表情は輝いていま

す。受け身ではなく、自分で求めて探していく力を育む。そ

れが、将来の進路も含めて、生徒の未来を切り開きます｣。

これらについては、教科会を通して教員間の共通理解を図って

いる。

（３）例えば中学１年の年間指導計画は、次の通りである。こ

れに従うことで、教師は、見通しを持って指導に当たることがで

きるようになった。
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図教科「理数インター」中学1年授業カリキュラムｕ３ｊ
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において、子どもと教育を考えるシンポジウム＠世田谷「｢つな

がり』を生かした学校づくり」を開催した。その際、総勢約200

名の参加者全員に配布したパンフレット所収の小文において助'１１

は、次のように述べた('4)。
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文部科学省や各種審議会、部会、ワーキンググループ等を

出所とする近年の答申や報告では、その導入部分をほぼ定位

置として、グローバル化や情報化の急速な進展に伴い、人々

の流動性が高まり、その結果、従来の地域社会において存在

していた様々なつながりが希薄化しつつある、との時局（そ

の都度の現状・’情勢）認識が、毎度のように披瀝されてい

る。また学校は、地域社会において占める役割を問われてお

り、コミュニティ形成の中核、或いは基盤となるように機能

しなければならない、との定型的な指摘も、あちこちで頻繁

に見受けられる。さらに2017年３月３１日に改訂・告示され

た小・中学校学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」

の実現がめざされており、学校外部の資源を積極的に取り入

れた実践を行うことや、教育活動の場を積極的に社会に開い

ていくことが重要とされている。

以上のことから、学校が社会的なつながりを教育活動に取

り入れていくことは、もはや必須であると言ってよいだろ

う。加えて、これからの教職に求められる専門性の一つとし

て、それぞれの教師が同僚や社会とつながり、自らの有する

ネットワークを教育活動に生かしていくことが挙げられてお

り、社会との接点を持つことへの関心が高まっている。

このような状況は、社会関係資本／ソーシャル・キャピタ

ル（socialcapitaDというアカデミックな概念一教育学の術

語としては､デューイ（JohnDewey）の「学校と社会」（The

SchoolandSociety、１８９９年）の中で、最初の用例が見出さ

れる－を用いて説明することができる。社会関係資本とは、

例えば人々が持つ信頼関係や人間関係(社会的ネットワーク）

のこと、それを通じてアクセス可能な資源のこと、他の人に

六



対して抱く信頼や、「持ちつ持たれつ」といった言葉で表現

される互酬性の規範、人々の間の絆であるネットワークのこ

となどと定義され得るものであり、行為者の社会的なつなが

りが､諸活動にどう寄与し得るかを表している｡すなわち｢｢つ

ながり｣を生かした学校づくり」という本シンポジウムのテー

マは、行政文書の脈絡に即しつつ、学術研究の語法をミック

スして表現するならば、新学習指導要領の理念を具現化する

ために、或いはもっと広く、これからの時代にふさわしい教

育実践を創造するために、学校と教師は、社会関係資本をど

のように活用したらよいか、という問いに変換することが可

能である。（以下、省略）

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
概
念
と
実
践
（
助
川
・
坂
本
）

教育課程を社会に開くという視点や発想それ自体は、中教審答

申や新学習指導要領に固有のものでは決してなく、教育と教育学

の歴史上のどこか、或いは誰かにまで、確実に遡及することがで

きる。例えば「開かれた学校づくり」や「地域とともにある学校

づくり」を志向した近年の施策との連続性を指摘することもまた、

十分に納得がいく。しかし、だからと言って「社会に開かれた教

育課程」という概念が新たに登場したことの意義は、いささかな

りとも減じるわけではない。むしろそれを契機として、実践と研

究が一層活発化し、両方の質が相乗的に高まるとすれば、それは、

大いに歓迎すべきことであろう。本稿は、そうした動向に関与・

貢献することを意図した試みであり、また共同研究の成果の第一

弾として位置づけられるものである。論述が極めて大づかみなレ

ベルにとどまっていることは、もちろん重々承知している。関係

する個別のテーマや事例について深く考察し、精細に論じること

は、第二弾以降の課題としたい。

七
注

（１）教育課程評価の結果に基づいて行われる改訂一改革一改

善の分類については、次の文献から示唆を得た。

安彦忠彦「カリキュラム開発で進める学校改革」明治図



書２００３（平成１５）年ppl38-l40

(２）学習指導要領には、法令文書としての様々な制約がある

のに対し、中教審答申の方は、細部に至るまで、かなり見

えやすい形で表現されている。そのためⅡでは、中教審答

申に沿って論じていくことにする。

(３）宝仙学園は、1９２８（昭和３）年に、弘法大師の綜藝種

智院を模範として、「人を造る」を建学の精神に掲げて創

立された。東京都中野区にあり、２０１８（平成30）年には

創立90周年を迎える。

「宝仙学園80年の歩み」学校法人宝仙学園２００９（平

成21）年ppl3-34

（４）文部科学省教育課程課・幼児教育課編『別冊初等教育

資料」２月号臨時増刊（通巻950号）東洋館出版社

２０１７（平成29）年２月pp40-41

（５）同上ｐｐ７－８

（６）同上pp43-44

ちなみに他の二つについては、次の通りである。

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教

育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標

の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していく

こと。

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地

域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、

教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一

連のPDCAサイクルを確立すること。

（７）同上ｐ３８

（８）「宝仙学園ガイドブック２０１７－２０１８」学校法人宝仙学

園２０１７（平成29）年５月ｐ１２

（９）https://wwwhosenedjp/jhs/introjhs/#conl（accessed

l9November2017）

(１０）富士晴英「特色ある私学をめざして知的で開放的な広

場一宝仙学園中学・高等学校『理数インター」のこれから

「
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概
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と
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践
（
助
川
・
坂
本
）
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の１０年一」『私学経営」第495号公益社団法人私学

研究会２０１６（平成28）年５月ｐ５

(11）米澤貴史「教科「理数インター」スタート１１」「ピ

タゴラ通信」第１２号（創立１０周年記念増刊号）宝仙学

園理数インター父母会２０１６（平成28）年１０月ｐ６

(12）「ＮＥＷＳ教科『理数インター』２年目スタート！」

「２０１８宝仙学園中学校共学部理数インター」宝仙学園

入試広報部２０１７（平成29）年５月ｐ２

(13）米澤貴史「教科横断的なカリキュラムや授業をどのよう

に構想するか～パターン・ランゲージを用いたカリキュラ

ム展開～」「子どもと教育を考えるシンポジウム＠世田

谷「つながり」を生かした学校づくり』国士舘大学文

学部２０１７（平成29）年１０月ｐ９

(14）助川晃洋「学校教育における社会関係資本の活用に向

けて－課題と展望一」「子どもと教育を考えるシンポジウ

ム＠世田谷「つながり」を生かした学校づくり」国士

舘大学文学部２０１７（平成29）年１０月ｐ1４

「
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」
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（
助
川
・
坂
本
）
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社２０１７（平成29）年

吉富芳正編「「社会に開かれた教育課程」と新しい学校づく

り」ぎようせい２０１７（平成29）年
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執筆分担

Ｉ、Ⅱ、Ⅳは助川、Ⅲは坂本が単独で執筆した。ただしすべて

の原稿が出揃った段階で、共著者間で検討・協議を行い、いくつ

かの加除修正を含めて全体を調整し、完成稿とした。
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